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び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

三
年
間
の
報
告
と
考
察

岩
村 

原
太
（
舞
台
芸
術
学
科
）

北
村 
英
之
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
）

濁
川 
友
里
恵
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
）

一
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
と
び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

（
一
）
は
じ
め
に

　
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
（https://www.biwako -hall.or.jp

）
は
一
九
九
八
年
に
、
当

時
大
阪
市
内
の
外
で
は
関
西
圏
初
の
「
本
格
的
オ
ペ
ラ
上
演
が
可
能
な
大
劇
場
」
と
し
て
開

館
し
た
。
大
津
市
琵
琶
湖
畔
（
に
お
の
浜
）
埋
め
立
て
地
に
建
設
さ
れ
た
建
物
内
に
、大
ホ
ー
ル

１
８
４
８
席
、
中
ホ
ー
ル
８
０
４
席
、
他
に
小
ホ
ー
ル
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
ホ
ワ
イ
エ
、
レ

ス
ト
ラ
ン
等
を
備
え
る
。
初
代
芸
術
監
督
若
杉
弘
氏
（
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
）、第
二
代
芸
術
監
督

沼
尻
竜
典
氏（
二
〇
〇
七
年
四
月
〜
）。
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
を
主
と
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
上
演

の
み
な
ら
ず
、
滋
賀
県
南
部
に
お
け
る
文
化
拠
点
と
し
て
バ
レ
エ
教
室
や
高
校
生
ら
の
発
表

活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
有
名
歌
手
、
国
際
的
演
奏
家
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
多
く
催
さ
れ
る
な
ど
、
滋
賀
県
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
劇
場
施
設
で
あ
る
。

　
京
都
造
形
芸
術
大
学
（
以
下
、
適
宜
「
本
学
」
と
略
称
す
る
）
と
は
、
開
設
期
の
映
像
・
舞
台
芸
術

学
科
と
そ
の
後
の
舞
台
芸
術
学
科
卒
業
生
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
就
業
先
と
し
て
ご
厄
介
に
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
本
学
出
身
者
の
作
品
が
上
演
さ
れ
る
な
ど
の
ご
縁
が
続
い
て
い
る
。
館
を

運
営
す
る
財
団
に
プ
ロ
パ
ー
雇
用
さ
れ
た
技
術
者
は
舞
台
技
術
部
に
所
属
し
、
オ
ペ
ラ
制
作
、

主
催
公
演
、
貸
し
館
対
応
の
業
務
を
こ
な
す
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
こ
の
舞

台
技
術
部
の
態
勢
に
あ
っ
て
、
自
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
作
で
き
る
欧
州
ス
タ
イ
ル
の
劇
場
と

し
て
、
今
日
で
は
国
内
に
お
け
る
オ
ペ
ラ
制
作
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
び
わ
湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
背
景

　
こ
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
初
旬
、
ホ
ー
ル
職
員
と
し
て

働
く
卒
業
生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
日
を
改
め
て
び
わ
湖
ホ
ー
ル
技
術
部
よ
り
３

名
の
担
当
者
を
本
学
に
迎
え
、
学
内
施
設
（
ス
タ
ジ
オ
教
室
、
春
秋
座
舞
台
）
を
案
内
説
明
。
そ
の

後
、
舞
台
芸
術
学
科
の
実
習
環
境
と
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え
、
劇
場
の
舞
台
技
術
部

よ
り
、
両
者
の
業
務
提
携
あ
る
い
は
事
業
連
携
の
可
能
性
を
打
診
さ
れ
た
。

　
内
容
は
少
々
混
み
入
っ
て
複
層
的
だ
が
、
せ
っ
か
く
芸
術
系
の
大
学
と
劇
場
で
連
携
す
る

の
で
あ
れ
ば
お
客
さ
ん
に
伝
え
る
大
切
さ
も
学
べ
る
よ
う
に
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
が
推
進
す
る

（
舞
台
芸
術
普
及
の
取
り
組
み
を
主
な
目
的
と
し
た
）地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
、６
歳
以
上
１
８
歳
以
下

の
方
が
対
象
の
「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
メ
イ
ツ
」
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
た
成
果
発
表
公

演
を
開
催
し
た
い
。
そ
の
内
容
は
、
過
去
に
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
公
演
と
し
て
実
施
し
た
「
ワ

ク
ワ
ク
☆
ド
キ
ド
キ
♡
劇
場
探
検
ツ
ア
ー
」
の
形
式
を
採
用
し
、こ
の
「
劇
場
探
検
ツ
ア
ー
」

の
創
作
／
製
作
に
舞
台
芸
術
学
科
生
た
ち
の
協
力
を
得
た
い
と
の
お
申
し
出
で
あ
っ
た
。
加

え
て
提
携
あ
る
い
は
連
携
の
実
現
時
に
は
、
本
学
内
施
設
と
は
異
な
る
性
格
の
大
規
模
ホ
ー

ル
を
使
っ
た
実
習
や
び
わ
湖
ホ
ー
ル
職
員
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
も
計
画
で
き
る
、
と
の
ご
提

案
も
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
お
申
し
出
と
ご
提
案
の
背
景
に
は
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
が
担
当
す
る
「
び

わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
研
修
」
の
計
画
（
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
＋
公
共
劇
場
舞
台

技
術
者
連
絡
会
〜
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
施
設
の
安
全
な
環
境
整
備
）、
さ
ら
に
劇
場
施
設

と
し
て
地
域
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
大
学
と
の
関
係
づ
く
り
を
検
討
す
る
運
営
セ
ク
シ
ョ
ン

の
新
姿
勢
（
平
成
二
四
年
施
行
「
劇
場
・
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」）
が
存
在
し
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
貸
館
事
業
」
に
安
寧
す
る
公
立
館
運
営
が
「
ハ
コ
モ
ノ
行
政
」
と
批
判
さ
れ
、

二
一
世
紀
型
の
公
共
館
像
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
一
〇
年

代
の
行
政
課
題
に
対
す
る
回
答
の
現
れ
と
し
て
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
も
「
自
主
事
業
」
を
核

に
「
貸
館
事
業
」
や
「
共
催
事
業
」
な
ど
様
々
な
活
動
が
計
画
実
施
さ
れ
た
と
聞
く
。
そ
う

し
た
変
革
の
う
ね
り
の
中
で
、
運
営
の
一
翼
を
主
に
舞
台
管
理
運
営
業
務
か
ら
担
う
舞
台
技

術
部
で
も
こ
う
し
た
普
及
活
動
に
携
わ
る
必
要
が
生
じ
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
お
申

し
出
と
ご
提
案
自
体
は
全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り
組
み
と
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
は
、
全
国
の
劇
場
舞
台
技
術
者
対
象
の
技
術
研
修

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
企
図
し
（
実
演
さ
れ
る
上
演
作
品
に
一
般
者
が
直
接
参
加
で
き
る
ス
タ
イ
ル
の

研
修
会
は
珍
し
く
、
リ
ピ
ー
ト
す
る
研
修
者
も
い
る
）、
そ
の
た
め
に
「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
メ
イ

ツ
会
員
（
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
）」
向
け
の
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
用
の
面
白
い
演
劇
作
品
を

新
し
く
創
作
す
る
（
や
は
り
毎
年
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、同
一
作
品
の
上
演
を
繰
り
返
す
に
は
限
度
が
あ
る
）
と

方
針
を
定
め
、
そ
し
て
、
地
域
の
学
生
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
「
劇
場
に
お
け
る
地
域
の
活

性
化
」
を
実
現
し
た
い
、
と
提
携
あ
る
い
は
連
携
の
呼
び
か
け
を
始
め
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
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氏
が
主
宰
す
る
劇
団
ニ
ッ
ト
キ
ッ
ャ
プ
シ
ア
タ
ー
か
ら
の
出
演
者
、
振
り
付
け
や
作
曲
ス
タ

ッ
フ
も
引
き
続
き
参
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
初
年
度
事
業
内
容
は
、
本
学
舞
台
芸
術
学
科
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
と
の
連
携
覚
書
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

　
舞
台
芸
術
学
科
舞
台
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
授
業
（
当
時
２
回
生
対
象
の
舞
台
デ
ザ
イ
ン
基
礎
、
３
回
生
対

象
の
表
現
演
習
）に
４
度
の
学
外
特
別
授
業
を
準
備
。
実
施
ス
タ
イ
ル
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
び
わ
湖
ホ
ー
ル
職
員
の
方
を
講
師
と
し
た
合
同
学
習
会
。
ま
た
合
同
授
業
後
の

時
間
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
顔
合
わ
せ
や
企
画
説
明
、
参
加
希
望
学
生
の
役
務
相
談
を
行
い
、

翌
年
二
月
の
演
劇
上
演
に
備
え
て
い
く
。

　
た
だ
し
、
本
学
の
学
生
た
ち
全
て
が
演
劇
上
演
に
参
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
主
な
理
由

は
２
点
。
京
都
市
内
か
ら
の
授
業
期
間
中
の
交
通
費
は
学
外
授
業
と
し
て
学
科
予
算
か
ら
の

補
助
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
授
業
期
間
外
の
公
演
週
に
は
そ
の
補
助
が
出
ず
学
生
の

個
人
負
担
と
な
る
こ
と
。
そ
し
て
公
演
週
が
授
業
期
間
外
で
あ
る
た
め
学
科
専
門
科
目
と
し

て
は
出
席
の
強
制
が
で
き
ず
、
単
位
認
定
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
実
際
に
は
結
果
と
し
て
、
少
人
数
の
希
望
者
だ
け
が
技
術
研
修
を
受
講
す
る
舞
台
技
術
者

た
ち
と
共
に
一
本
の
劇
作
品
を
上
演
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
課
題
「
劇
場
現
場
的

に
リ
ア
ル
な
」
実
演
作
品
へ
の
創
作
上
演
、
つ
ま
り
劇
創
作
へ
の
参
加
を
促
す
取
り
組
み
は

次
年
度
に
持
越
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
劇
創
作
へ
の
参
加
を
促
す
取
り
組
み
と
予
算
（
学
生
の

移
動
交
通
費
）
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
現
在
で
も
課
題
の
ま
ま
今
に
至
っ
て
い
る
。

二
、二
〇
一
四
～
一
六
年
度
の
活
動

（
一
）
二
〇
一
四
年
度
の
授
業
展
開

①
　
当
時
の
授
業
資
料
に
基
づ
く
授
業
の
経
過

　
二
〇
一
四
年
度
（
初
年
度
）
の
活
動
経
過
を
報
告
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
当
時
学
生
た
ち

に
配
布
し
た
資
料
を
紹
介
す
る
。

●
授
業
内
容
「
劇
場
の
制
作
と
創
作
」
に
つ
い
て

　
こ
の
学
外
授
業
で
は
リ
ア
ル
な
劇
場
運
営
の
躍
動
感
や
、
制
作
業
務
に
社
会
性
が
不
可
欠

（
三
）
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
の
与
件

　
整
理
す
れ
ば
３
つ
の
与
件
（
技
術
研
修
の
充
実
、
ツ
ア
ー
用
演
劇
の
新
創
作
、
学
生
参
加
に
よ
る
劇
場
活
性

化
）
が
示
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
舞
台
芸
術
学
科
と
し
て
は
「
子
ど
も
た
ち
向
け
の
（
劇
場
現
場

的
に
リ
ア
ル
な
）
実
演
作
品
の
創
作
上
演
に
、
学
生
た
ち
が
舞
台
美
術
デ
ザ
イ
ン
及
び
製
作
、
出

演
、
進
行
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
し
て
参
加
す
る
」
事
業
（
授
業
）
案
と
受
け
と
め
、
可
能
性
の
検

討
を
始
め
た
。「
劇
場
現
場
的
に
リ
ア
ル
な
実
演
作
品
の
創
作
」の
実
現
は
困
難
と
思
わ
れ
た

の
だ
が
、
す
で
に
連
携
大
学
と
し
て
成
安
造
形
大
学
が
２
年
間
の
協
力
実
績
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
前
向
き
な
判
断
材
料
と
な
り
、
二
〇
一
四
年
四
月
締
結
に
向
け
て
連
携
を
と
り
結
ぶ

こ
と
と
な
っ
た
（
諸
規
定
に
よ
り
、び
わ
湖
ホ
ー
ル
お
よ
び
各
大
学
間
で
の
具
体
的
な
協
働
関
係
が
構
築
で
き
な
い

た
め
、
提
携
と
せ
ず
連
携
と
し
て
合
意
形
成
を
図
っ
た
）。

（
四
）
劇
場
現
場
的
に
リ
ア
ル
な
実
演
作
品
の
創
作

　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
、
成
安
造
形
大
学
、
本
学
舞
台
芸
術
学
科
、
三
者
の
劇
場
現

場
の
イ
メ
ー
ジ
（
必
要
と
す
る
研
修
あ
る
い
は
授
業
の
環
境
）
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
る
。
び
わ
湖

ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
が
実
現
し
た
い
現
場
イ
メ
ー
ジ
は
、
演
出
家
の
指
示
の
元
で
各
技
術
セ

ク
シ
ョ
ン
が
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
限
ら
れ
た
時
間
と
場
所
で
最
大
限
の
創
造
活
動
を

展
開
す
る
、と
い
う
も
の
。
成
安
造
形
大
学
（
空
間
デ
ザ
イ
ン
領
域
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）
の

要
望
は
、
劇
場
空
間
の
拡
が
り
と
照
明
音
響
さ
ら
に
舞
台
美
術
に
よ
っ
て
視
覚
化
さ
れ
る
非

日
常
的
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
時
間
の
演
出
を
学
生
た
ち
が
体
験
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
本

学
舞
台
芸
術
学
科
舞
台
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
は
、
学
生
た
ち
が
機
械
化
さ
れ
た
舞
台
機

構
の
運
用
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
大
規
模
な
照
明
音
響
設
備
に
実
際
に
触
れ
る
機
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
当
初
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
か
ら
は
「
主
舞
台
を
囲
む
袖
舞
台
と
奥

舞
台
に
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
演
劇
作
品
を
用
意
す
る
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
メ
イ
ツ
会

員
た
ち
は
ホ
ー
ル
内
を
回
遊
し
な
が
ら
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
を
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
劇
を

鑑
賞
す
る
」
と
い
う
形
式
で
の
企
画
を
提
示
さ
れ
た
が
、
実
上
演
ま
で
一
年
を
切
っ
て
の
新

企
画
案
は
時
間
的
な
制
限
も
あ
っ
て
立
ち
上
が
り
を
待
て
ず
、
二
〇
一
三
年
度
と
同
等
内
容

で
の
実
施
と
決
ま
っ
た
。
お
話
は
「
俵
藤
太
」
の
物
語
、
滋
賀
県
湖
南
地
域
に
伝
承
さ
れ
る

昔
話
に
親
し
み
や
す
い
道
案
内
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
敵

役
の
「
大
ム
カ
デ
」
を
や
っ
つ
け
る
と
の
冒
険
譚
。
途
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
仕
掛
け
て
、
楽
し
く
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
裏
側
を
体
験
す
る
９
０
分
の
内
容
で
あ
る
。
ご
ま
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劇
場
法
●
文
化
施
設
と
し
て
の
劇
場
（
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
）

四
面
舞
台
●
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
舞
台
機
構
、
オ
ペ
ラ
運
営
の
た
め
の
四
面
ス
テ
ー
ジ

舞
台
の
安
全
●
技
術
者
の
姿
勢
、
安
全
衛
生
と
具
体
的
な
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

②
　
二
〇
一
四
年
度
技
術
研
修
の
内
容

　
二
〇
一
四
年
度
技
術
研
修
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
合
同
学
習
会
で
得
た
び
わ
湖
ホ
ー
ル

の
運
営
方
針
、
自
主
事
業
、
制
作
演
出
、
機
構
設
備
の
知
識
を
手
が
か
り
に
、
両
立
の
難
し

い
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
安
全
」
と
「
楽
し
さ
」
を
実
際
に
体
験
し
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
精

妙
さ
を
も
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
安
全
は
、
劇
場
内
で
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
打
ち
合
わ
せ
と
危
険
箇
所
確
認
、
出
演
者
を
交

え
た
リ
ハ
ー
サ
ル
と
、
そ
の
後
の
手
直
し
で
獲
得
さ
れ
て
い
く
皆
の
自
信
に
裏
付
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
参
加
者
互
い
の
作
業
を
認
識
し
て
、
不
明
点
を
無
く
し
て
い
く
各
自
の
努
力
も
不

可
欠
で
あ
る
。
月
曜
か
ら
始
ま
り
公
演
日
土
曜
の
前
日
ゲ
ネ
プ
ロ
ま
で
続
く
仕
込
み
作
業
を

通
じ
て
、
安
全
に
対
す
る
緊
張
感
を
全
員
で
学
ん
だ
。

　
そ
の
長
時
間
の
緊
張
を
乗
り
越
え
て
、本
番
終
了
後
の
参
加
し
た「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
シ
ア
タ

ー
メ
イ
ツ
会
員
」
の
子
ど
も
達
が
、
晴
々
と
し
た
明
る
い
歓
声
と
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
に
出

会
う
楽
し
さ
に
努
力
が
結
実
す
る
。
学
生
た
ち
も
本
番
を
無
事
に
乗
り
越
え
た
安
堵
感
、
努

力
が
報
わ
れ
た
解
放
感
が
相
ま
っ
て
皆
も
笑
顔
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
技
術
研
修
の
概
要
は
添
付
図
１
の
と
お
り（
研
修
参
加
者
募
集
チ
ラ
シ
）。
全
６
日
間
の
流
れ
、４

つ
の
コ
ー
ス
（
舞
台
機
構
・
舞
台
進
行
・
舞
台
照
明
・
舞
台
音
響
）
に
共
通
す
る
部
分
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

二
〇
一
五
年
二
月

　
九
日
（
月
） 

開
講
式
、
企
画
趣
旨
説
明
、
作
品
演
出
意
図
講
義
（
図
2
）

講
習
１
　
作
曲
意
図
説
明
、
舞
台
進
行
説
明
、
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
概
要
説
明

意
見
交
換
会

　
一
〇
日
（
火
）

講
習
２
　
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
仕
込
み

な
様
子
を
見
聞
き
し
ま
す
。

　
演
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
作
品
の
内
側
ば
か
り
で
な
く
、
劇
場
と
い
う
そ
の
上
演
の
環
境
を
整

え
る
作
業
も
意
識
し
、
さ
ら
に
劇
場
を
取
り
囲
む
人
々
・
地
域
・
自
治
体
な
ど
に
ま
で
拡
が

る
、
そ
の
芸
術
活
動
の
大
き
さ
を
学
び
ま
す
。

　
ま
た
芸
術
創
作
の
頂
点
に
立
つ
人
物
達
は
、多
く
の
助
力
者
や
補
助
役
、ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま

れ
て
、
彼
ら
と
共
に
現
場
を
創
り
上
げ
て
い
く
。
そ
の
創
造
的
な
雰
囲
気
の
現
場
か
ら
、
芸

術
作
品
の
上
演
が
用
意
さ
れ
る
、
と
の
劇
場
作
業
の
展
開
、
流
れ
方
を
実
地
に
経
験
す
る
機

会
を
設
け
ま
す
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

制
作
×
２
回
　

　
五
月
二
三
日
（
金
）
村
井
部
長
「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
の
概
要
」

企
画
立
案
●
び
わ
湖
ホ
ー
ル
と
い
う
地
方
自
治
体
立
の
劇
場
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

予
算
調
整
●
予
算
及
び
助
成
金
に
関
す
る
状
況
（
新
聞
記
事
な
ど
で
予
習
可
な
範
囲
）

日
程
確
認
●
貸
し
館
業
務
な
ど
と
芸
術
監
督
制
の
あ
り
方
、
特
に
日
程
の
決
ま
り
方

座
組
手
配
●
上
記
関
わ
り
の
中
で
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
す
る
際
の
具
体
的
な
仕
事

　
六
月
一
三
日
（
金
） 

舘
脇
チ
ー
フ
「
自
主
事
業
制
作
に
つ
い
て
」

制
作
進
行
●
制
作
の
仕
事
に
は
ど
の
よ
う
な
気
配
り
や
手
配
が
必
要
な
の
か

広
報
集
客
●
広
報
や
場
合
に
よ
っ
て
は
宣
伝
な
ど
、
集
客
の
た
め
の
作
業

上
演
実
施
●
上
演
を
実
施
す
る
そ
の
当
日
の
制
作
作
業
の
様
々

公
演
清
算
●
公
演
終
了
後
の
後
片
付
け
、
中
で
も
清
算
業
務
の
必
要
性
に
つ
い
て

創
作
×
２
回 

　
一
〇
月
一
七
日
（
金
） 

村
島
主
査
「
オ
ペ
ラ
公
演
が
出
来
る
ま
で
」

演
出
の
仕
事
●
演
出
家
は
劇
場
ス
タ
ッ
フ
に
ど
の
よ
う
な
依
頼
を
し
指
示
を
出
す
の
か

予
算
の
配
分
●
限
ら
れ
た
予
算
を
、
演
出
家
の
希
望
が
叶
う
よ
う
に
配
分
で
き
る
の
か

美
術
と
衣
裳
●
デ
ザ
イ
ン
と
製
作
の
発
注
の
さ
れ
方
、
予
算
内
で
収
め
る
工
夫

音
楽
と
稽
古
●
オ
ペ
ラ
の
稽
古
進
行
、
音
楽
稽
古
の
進
め
方
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
こ
と

一
〇
月
二
四
日
（
金
） 

押
谷
チ
ー
フ
「
技
術
研
修
に
向
け
て
・
見
学
等
」

専
門
劇
場
●
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
多
目
的
ホ
ー
ル
と
現
代
の
専
門
劇
場
、
そ
の
違
い
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こ
れ
ま
で
事
業
を
積
み
重
ね
て
来
ら
れ
た
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
さ

ら
に
特
筆
す
べ
き
は
演
出
及
び
出
演
を
担
当
さ
れ
て
い
る
劇
団
ニ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー

の
皆
さ
ん
の
「
歩
く
劇
場
愛
」
と
も
い
う
べ
き
姿
勢
、
そ
し
て
上
演
に
対
す
る
献
身
が
大
き

い
。

　
子
ど
も
た
ち
を
主
な
観
客
に
据
え
、
危
険
な
箇
所
も
あ
る
劇
場
の
舞
台
裏
を
案
内
し
て
導

く
に
は
、
幾
つ
も
の
入
念
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
物
語
と
お
芝
居
で
子
ど
も
た
ち
の
興
味

を
そ
ら
さ
な
い
工
夫
（
飽
き
れ
ば
ど
こ
か
別
の
場
所
に
駆
け
出
し
て
行
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
）、
適
切
な
明

る
さ
と
音
楽
や
セ
リ
フ
の
音
量
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
確
保
（
暗
す
ぎ
た
り
す
る
と
泣
き
出
し
た
り
、点
滅
光
の

刺
激
は
視
覚
に
悪
影
響
を
与
え
る
。
大
き
す
ぎ
る
音
は
恐
怖
感
に
つ
な
が
る
し
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
音
声
が
聞
こ
え
に

く
く
け
れ
ば
内
容
が
伝
え
ら
れ
な
い
）、
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
曖
昧
な
境
界
線
を
敢
え
て
設
定
す
る

演
出
が
「
お
話
」
と
「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
」
を
滲
ま
せ
、
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
混
ざ
り

合
う
「
劇
場
」
を
体
感
さ
せ
る
。

劇
場
は
と
て
も
楽
し
い
場
所
、
様
々
な
世
界
に
出
会
え
る
場
所
、
何
度
も
何
度
で
も
訪
れ
る

に
値
す
る
場
所
な
の
だ
と
信
じ
て
い
る
大
人
た
ち
が
沢
山
い
て
、
そ
ん
な
大
人
と
子
ど
も
た

ち
が
出
会
う
場
所
と
い
う
実
感
を
誰
に
で
も
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
初
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
式
で
は
な
く
学
外
授
業
と
課
外
活
動
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ

た
た
め
に
、
学
生
た
ち
に
は
確
か
に
、
も
っ
と
参
加
し
た
い
と
の
気
持
ち
が
芽
生
え
た
。
来

る
次
年
度
の
、
ご
ま
の
は
え
氏
＆
ニ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
作
品
創
作
に

参
加
す
る
下
地
作
り
の
一
年
間
と
な
っ
た
。

（
二
）　
二
〇
一
五
年
度

　
全
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
展
開

　
連
携
協
定
二
年
目
と
な
る
二
〇
一
五
年
度
、
び
わ
湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
舞
台
芸
術
学
科
の

枠
を
飛
び
越
え
て
全
学
的
な
活
動
へ
と
展
開
し
始
め
た
。
こ
の
二
年
目
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
舞
台
芸
術
学
科
以
外
か
ら
の
学
生
参
加
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

当
し
た
筆
者
（
北
村
）
か
ら
報
告
す
る
。

　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
学
展
開
は
、
連
携
一
年
目
を
終
え
た
直
後
の

二
〇
一
五
年
二
月
に
岩
村
先
生
か
ら
相
談
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
筆
者
の
所
属
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
・
自
治
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
実
際
の
課
題
に
対

し
て
学
生
た
ち
が
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
「
仕
事
」
と
し
て
解
決
に
あ
た
る
と
い
う
、
芸
大

な
ら
で
は
の
産
学
連
携
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
教
員
を
通
じ
て
依
頼
・
相
談
を
受
け
る
こ
と

講
習
３
　
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
仕
込
み

意
見
交
換
会

　
一
一
日
（
水
） 

講
習
４
　
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
準
備

講
習
５
　
リ
ハ
ー
サ
ル
準
備

意
見
交
換
会

　
一
二
日
（
木
）

講
習
６
　
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ハ
ー
サ
ル
準
備
続
き

講
習
７
　
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ハ
ー
サ
ル
実
習

意
見
交
換
会

　
一
三
日
（
金
）

講
習
８
　
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
場
当
た
り
キ
ッ
カ
ケ
確
認
、
手
直
し

講
習
９
　
通
し
リ
ハ
ー
サ
ル

意
見
交
換
会

　
一
四
日
（
土
） 

講
習
１
０
　
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
手
直
し
、
確
認

開
場
準
備
、
開
場
、
成
果
発
表

意
見
交
換
会
、
閉
講
式

　
毎
日
の
は
じ
ま
り
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
終
わ
り
の
意
見
交
換
会
の
前
後
に
は
技
術
的

な
調
整
や
劇
団
員
の
自
主
稽
古
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
日
の
開
始
と
終
了
時
刻
は
１
時
間

程
度
の
幅
で
日
替
わ
り
し
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
１
７
時
半
に
は
終
了
し
、
１
８
時
に
は

解
散
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
技
術
研
修
に
参
加
し
て
い
た
二
〇
一
四
年
度
の
学
生
た
ち
が
余

り
遅
く
ま
で
ホ
ー
ル
に
留
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

③
　
二
〇
一
四
年
度
の
ま
と
め

　
こ
の
初
年
度
事
業
が
何
も
知
ら
ぬ
学
生
た
ち
を
交
え
て
安
定
的
に
運
営
さ
れ
た
の
に
は
、
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九
月
中
　
演
出
プ
ラ
ン
検
討
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

十
月
四
日
　
演
出
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　

技
術
研
修
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
）

十
〜
十
二
月
　
ご
ま
氏
の
台
本
に
基
づ
き
演
出
プ
ラ
ン
の
再
検
討

十
二
月
二
〇
日
　
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
）

一
月
　
担
当
シ
ー
ン
別
に
学
内
制
作
。
出
演
者
は
稽
古
。

二
月
　
技
術
研
修
期
間
中
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
て
制
作
活
動
と
稽
古
。

そ
し
て
Ｇ
Ｐ
・
本
番

　
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
Ｐ
Ｊ
の
内
容
は
作
品
制
作
や
商
品
開
発
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
進
行
に

は
あ
る
程
度
共
通
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
基
礎
情
報
の
リ
サ
ー

チ
か
ら
活
動
が
始
ま
り
、
企
画
や
制
作
物
の
構
想
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
経
て
、

実
際
の
制
作
や
企
画
準
備
か
ら
本
番
に
至
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
Ｐ

Ｊ
も
十
月
四
日
の
演
出
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
を
初
期
、
そ
こ
か
ら
二
月
ま
で
を
中
期
、
そ
し
て
技

術
研
修
の
６
日
間
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
に
は
、
舞
台
芸
術
学
科
以
外
の
学
生
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
存
在
も

連
携
の
事
実
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
想
定
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
集
告
知
と
ホ
ー
ル
見

学
会
を
セ
ッ
ト
で
周
知
し
て
関
心
を
集
め
る
よ
う
工
夫
し
た
。
そ
う
し
て
、
後
述
す
る
よ
う

に
複
数
の
学
科
か
ら
ホ
ー
ル
見
学
の
参
加
者
が
現
れ
、
そ
の
学
生
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
Ｐ
Ｊ
に

も
参
加
し
て
く
れ
た
。

　
前
期
の
課
題
が
ひ
と
段
落
し
た
七
月
末
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
よ
い
よ
キ
ッ
ク
オ
フ
を
迎

え
、
こ
こ
か
ら
十
月
四
日
ま
で
の
活
動
初
期
は
演
出
提
案
の
作
成
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
が
思

い
思
い
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
寄
り
、
共
通
点
な
ど
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
検
討
を

進
め
た
。
プ
レ
ゼ
ン
当
日
の
朝
ま
で
資
料
の
準
備
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
脚
本
を
担
当
す
る

ご
ま
の
は
え
氏
や
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
、
同
じ
く
協
定
校
と
し
て
参
加
す
る
成
安
造
形
大
の
教

員
・
学
生
を
合
わ
せ
た
約
５
０
名
に
向
け
て
堂
々
と
、
ち
ゃ
っ
か
り
笑
い
も
と
り
な
が
ら
自

分
た
ち
の
提
案
を
伝
え
た
。（
図
4
）

　
そ
の
後
、
ホ
ー
ル
見
学
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
さ
み
つ
つ
、
ご
ま
氏
か
ら
の
完
成
台
本
に

基
づ
き
本
番
に
向
け
た
チ
ー
ム
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
。
本
学
か
ら
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
物
語

の
各
シ
ー
ン
に
２
〜
３
名
ず
つ
役
割
が
当
て
ら
れ
、
か
つ
一
部
の
メ
ン
バ
ー
は
役
者
と
し
て

出
演
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
月
の
本
番
期
間
ま
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
美
術
制
作
や

も
多
く
、
今
回
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
岩
村
先
生
か
ら
の
相
談
に
は
、
連
携
協
定
の
全
学

展
開
と
い
う
前
向
き
な
要
望
と
同
時
に
、
舞
台
芸
術
学
科
内
で
は
単
位
認
定
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
課
題
も
含
ま
れ
て
い
た
。
学
外
と
の
連
携
の
全
学
展
開
や
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
精

緻
化
は
ま
さ
に
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
と
合
致
し
て
い
る
。
な
か
で
も
キ
ャ
リ
ア
創
出
科
目

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
と
し
て
展
開
す
る
「
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
多

学
科
・
多
学
年
か
ら
の
公
募
参
加
を
重
視
し
て
お
り
、
異
な
る
ス
キ
ル
や
考
え
方
を
も
つ
学

生
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
、
仕
事
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
向
上
と
参
加
学
生
の
学
習
促

進
の
両
方
に
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
と
い
う
本
物
の
劇
場
で

の
体
験
を
広
く
学
生
た
ち
が
享
受
で
き
る
よ
う
、
岩
村
先
生
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設

計
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
度
の
実
施
体
制
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
演
習
科
目
で
あ
る
の
で
、
そ
の
指
導
教
員
を
岩
村
先
生
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

の
担
当
職
員
を
筆
者
（
北
村
）
が
務
め
た
。
ま
た
教
員
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
役
を
務
め
る
学
生
Ｔ

Ａ
は
前
年
度
び
わ
湖
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｊ
経
験
者
の
舞
台
芸
術
学
科
３
回
生
２
名
に
依
頼
し
た
。
び

わ
湖
ホ
ー
ル
の
技
術
研
修
実
施
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
同
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
が
運
営
を
行
い
、

劇
団
ニ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー
が
作
品
製
作
を
担
っ
た
。
本
学
と
の
情
報
共
有
・
連
絡
の

窓
口
役
は
こ
の
研
修
運
営
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
び
わ
湖
ホ
ー
ル
押
谷
氏
に
務
め
て
い
た
だ

い
た
。
な
お
、
公
演
で
扱
う
の
は
こ
れ
ま
で
同
様
の
俵
藤
太
の
ム
カ
デ
退
治
の
お
話
で
あ
る

こ
と
は
当
初
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。

②
　
二
〇
一
五
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
下
の
日
程
で
進
行
し
た
。

二
〇
一
五
年

五
月
下
旬
　
募
集
告
知
開
始

六
月
二
八
日
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
見
学
会

本
学
か
ら
は
１
５
名
が
参
加
。
彼
ら
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。

七
月
二
八
日
　
Ｐ
Ｊ
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

学
生
と
教
職
員
の
顔
合
わ
せ
と
、
今
後
の
予
定
共
有
。

Ｐ
Ｊ
演
習
の
履
修
登
録
。
欠
席
者
の
た
め
に
同
内
容
を
三
〇
日
に
も
実
施
。

八
月
六
日
　
オ
ペ
ラ
「
竹
取
物
語
」
Ｇ
Ｐ
見
学

九
月
二
日
　
劇
作
演
出
家
・
ご
ま
の
は
え
氏
と
の
顔
合
わ
せ
（
図
3
）
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生
の
参
加
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
空
間
演
出
や
商
品
開
発
な
ど
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て
学

科
の
偏
り
も
多
か
れ
少
な
か
れ
生
じ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
明
ら
か
に
舞
台
芸
術
学
科
生

向
け
の
本
Ｐ
Ｊ
に
他
学
科
か
ら
３
０
％
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
点
は
、
全
学
展
開
の
初
年
度

と
し
て
は
順
調
と
い
え
る
。

　
他
学
科
生
の
応
募
動
機
と
し
て
、
す
べ
て
の
学
生
が
演
劇
へ
の
関
心
が
高
い
と
述
べ
て
い

た
。
と
同
時
に
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
や
デ
ザ
イ
ン
力
や
表
現
力

を
活
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
日
本
有

数
の
劇
場
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
積
極
性
も
奏
功
し
て
か
、
他
学
科
生
が
臆
す
る
よ
う
な
シ
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
舞
台
初
心
者
で
あ
る
１
年
生
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
最
初
の
ホ
ー
ル

見
学
か
ら
同
一
行
動
を
と
っ
て
お
り
予
備
知
識
や
経
験
値
に
大
き
な
差
が
な
か
っ
た
こ
と
も

理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
チ
ー
ム
分
け
で
は
、
舞
台
装
置
の
ペ
リ
ア
ク
ト
イ
と
天
井
照

明
（
星
の
工
場
）
は
い
ず
れ
も
舞
台
芸
術
学
科
生
の
み
に
よ
る
チ
ー
ム
と
な
っ
た
一
方
、
美
術

装
飾
が
中
心
の
ボ
ー
ヤ
ワ
ー
ル
ド
（
飛
び
出
し
坊
や
）
や
水
中
シ
ー
ン
の
影
絵
で
は
学
科
関
係
な

く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
進
ん
だ
。
重
要
な
小
道
具
制
作
を
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
生
が
担
う
な
ど

個
々
の
学
生
の
特
性
に
応
じ
た
活
躍
も
見
ら
れ
た
。
映
画
学
科
の
２
名
も
、
出
演
者
と
し
て

し
っ
か
り
と
役
割
を
得
て
い
た
。

　
舞
台
芸
術
自
体
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
総
合
芸
術
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
個
々
の
学
生
が
専
門
の
域
を
超
え
て
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
出
す
こ
と
は
当
初
か
ら

予
想
は
し
て
い
た
。
一
方
で
、
全
て
の
学
生
に
参
加
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
リ
ア
ル
ワ
ー
ク

Ｐ
Ｊ
に
と
っ
て
、
本
物
の
劇
場
で
舞
台
づ
く
り
を
す
る
こ
の
活
動
は
他
学
科
生
に
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
も
し
て
い
た
。
劇
場
は
専
門
用
語
が
飛
び
交
い
危
険
な
装
置
と
隣
り

合
わ
せ
の
現
場
で
あ
る
。
観
客
と
し
て
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る
だ
ろ
う
し
、
春
秋
座
に

は
慣
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
舞
台
裏
な
ど
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
も
な
け

れ
ば
知
識
も
な
い
学
生
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
結
果
的
に
、こ
の
よ
う
な
懸
念
は
杞
憂
で
お
わ
っ
た
。上
述
の
よ
う
に
参
加
し
た
学
生
は
掛

け
値
な
し
に
意
欲
的
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
と
同
時
に
、
技
術
研
修
と
し
て
多
数
の

劇
場
運
営
初
任
者
を
受
け
入
れ
る
ホ
ー
ル
側
の
安
全
管
理
は
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
情
報
共
有

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
不
足
は
な
く
、
教
職
員
は
安
心
し
て
現
場
に
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
こ
う
し
た
良
質
な
学
習
環
境
が
学
外
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
連

携
協
定
の
大
き
な
効
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ご
と
に
分
か
れ
て
作
業
し
て

稽
古
が
続
け
ら
れ
た
。

　
二
〇
一
六
年
二
月
一
五
日
に
技
術
研
修
初
日
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
ホ
ー
ル
で
の
制
作
と
稽

古
が
始
ま
る
。
ス
タ
ッ
フ
・
受
講
生
・
連
携
大
学
に
よ
る
朝
礼
を
終
え
た
後
は
、
制
作
場
所

で
あ
る
中
ホ
ー
ル
で
天
井
照
明
の
仕
込
み
（
星
の
工
場
）
や
大
型
の
舞
台
装
置
「
ペ
リ
ア
ク
ト

イ
」
の
制
作
、
滋
賀
な
ら
で
は
の
「
飛
び
出
し
坊
や
」
の
量
産
な
ど
、
大
小
様
々
な
装
置
や

小
道
具
を
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
作
り
続
け
た
。
ま
た
出
演
学
生

は
同
時
に
稽
古
も
行
っ
た
。（
図
5
〜
7
）

　
そ
し
て
一
九
日
の
ゲ
ネ
プ
ロ
（
Ｇ
Ｐ
）、
二
〇
日
に
は
本
番
を
迎
え
る
。
最
終
的
に
は
制
作

の
み
の
予
定
だ
っ
た
学
生
に
も
飛
び
出
し
坊
や
を
動
か
す
役
割
が
与
え
ら
れ
、
観
客
の
親
子

約
１
０
０
名
の
前
で
全
員
が
本
番
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
大
ホ
ー
ル
の
奈
落
か
ら

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
、
搬
入
口
ま
で
あ
ら
ゆ
る
場
所
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

は
盛
況
裡
に
終
了
。
無
事
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。（
図
8
・
9
）

び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
こ
の
本
番
公
演
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、

す
べ
て
の
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
演
習
科
目
と
し
て
の
振
り
返
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
番
終
了
後
に
ホ
ー
ル
控
え
室
に
て
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
提

示
。
春
休
み
明
け
の
提
出
を
も
っ
て
半
年
以
上
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
と
な
っ
た
。

③
　
学
生
の
構
成
と
活
動
の
実
際

　
び
わ
湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
１
５
名
が
応
募
。
途
中
１
名
が
学
科
課
題
と
の
調
整
も
あ
っ

て
離
脱
し
、
参
加
者
は
１
４
名
と
な
っ
た
。
内
訳
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
、

表
１　

二
〇
一
五
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
学
生
内
訳

１
回
生

２
回
生

舞
台
芸
術
学
科

４
名

４
名

映
画
学
科

２
名

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

１
名

マ
ン
ガ
学
科

１
名

ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

１
名

　
１
４
名
中
５
名
が
他
学
科
生
、
ま
た
１
４
名
中
１
０
名
が
１
回
生
と
な
っ
た
。
リ
ア
ル
ワ

ー
ク
Ｐ
Ｊ
は
毎
年
１
５
〜
２
０
本
程
度
行
っ
て
お
り
、大
半
が
こ
の
Ｐ
Ｊ
と
同
様
に
１
・
２
回
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作
に
は
な
い
よ
う
な
現
実
的
な
緊
張
感
と
真
剣
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
技
術
研
修

に
参
加
し
て
い
た
人
達
も
含
め
て
、
色
ん
な
タ
イ
プ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
々
の
仕

事
を
間
近
で
見
ら
れ
た
の
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

（
３
）　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
二
回
目
の
（
…
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。（
…
）
書

き
上
げ
ら
れ
た
台
本
を
基
に
、
私
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
や
演
出
案
を
提
示
す
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
時
は
（
…
）
技
術
部
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
と
た
く
さ
ん
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
時
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
の
、
私
た
ち
の
案
を
ど
う
具
現
化
し
て
い
く
か
の

話
し
合
い
が
と
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
具

現
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
も
そ
う
だ
け
ど
、
一
番
覚
え
て
い
る
の
は
そ
の
話
を

し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
顔
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
顔
が
、
横
で
見
て
い
る
だ
け
で
な
ん

だ
か
嬉
し
く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
楽
し
い
ん
だ
な
、
好
き
な
ん
だ
な
、
と
い
う
の
を

間
近
で
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
現
場
な
の
だ
と
私
は

感
じ
た
。

（
４
）　
舞
台
を
作
り
た
い
と
い
う
人
と
、
観
た
い
と
い
う
人
、
そ
し
て
そ
の
人
達
が
集
ま
れ

る
場
所
が
な
い
と
舞
台
は
形
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
が
一
方
的
に
や
り
た
い
、

観
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
ア
ー
ト
の
あ
る
空
間
は
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

感
じ
ま
す
。
ア
ー
ト
が
社
会
に
果
た
す
役
割
の
一
番
の
柱
と
な
る
の
は
（
…
）
気
持
ち
を
揺
さ

ぶ
り
あ
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
舞
台
が
あ
り
、
美
術
作
品
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
ら
か
の
手
段
を
用
い
て
他
者
と
関
わ
る
こ
と
が
、
ア
ー
ト
の
根

っ
こ
に
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
、
舞
台
の
照
明
を
当
て
て
終
わ
り
。
音
を
流
し
て

終
わ
り
。
装
置
を
作
っ
て
終
わ
り
。
観
劇
し
て
終
わ
り
。
と
い
う
風
に
な
っ
て
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
。
舞
台
を
作
っ
て
い
る
先
に
い
る
人
の
こ
と
や
、
舞
台
を
観
て
い
る
先
に
い
る
人

の
こ
と
を
少
し
で
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
空
間
が
、
ア
ー
ト
と
い
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
立
場
な
ら
で
は
の
失
敗
と
そ
こ
か
ら
見
出
し
た
目
標
。
プ
ロ
と
と
も

に
取
り
組
む
現
場
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
緊
張
感
と
真
剣
さ
。
そ
し
て
、
プ
ロ

は
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
真
実
。
あ
る
い
は
、
ア
ー
ト
に
お
け
る
作
り
手
と
受
け
手

と
の
関
係
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
実
感
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
４
名
は
学
科

い
る
な
か
、
現
場
経
験
の
豊
富
な
学
生
Ｔ
Ａ
２
名
が
駆
け
回
り
、
学
生
同
士
あ
る
い
は
学
生

と
劇
場
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
す
る
役
目
に
徹
し
て
い
た
。
学
生
た

ち
は
、
そ
う
し
た
多
く
の
プ
ロ
の
目
が
行
き
届
く
な
か
で
存
分
に
制
作
や
稽
古
が
で
き
た
よ

う
で
あ
る
。

④
　
学
生
自
身
の
言
葉
か
ら

　
二
〇
一
五
年
度
の
報
告
の
最
後
に
、
上
述
の
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
か
ら
４
名
の
学
生
の
言

葉
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
①
自
身
の
役
割
や
仕
事
を
振
り
返
り
、
で
き
た

こ
と
／
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
今
後
の
課
題
を
考
察
す
る
こ
と
。
②
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
も
た
ら
し
た
影
響
（
成
果
）
を
ふ
ま
え
、
ア
ー
ト
が
社
会
に
果
た
す
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
。

以
上
大
き
く
２
つ
の
問
い
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
設
問
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

す
べ
て
に
基
本
的
に
共
通
し
て
お
り
、
自
身
の
経
験
の
言
語
化
を
通
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

註
：
引
用
文
中
の
（
…
）
は
中
略
。
ま
た
明
ら
か
な
誤
字
は
筆
者
が
改
め
て
い
る

（
１
）　
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
る
に
あ
た
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ど
の
業
界

で
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
、
発
注
の
意
図
に
沿
っ
た
枠
組
み
を
基
に
構
成
す
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。（
…
）
し
か
し
、
私
は
（
…
）
良
か
れ
と
思
い
デ
ザ
イ
ン
案
を
練
り
直
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、必
要
で
あ
っ
た
の
は
「
新
し
い
提
案
は
必
ず
先
に
伝
え
る
こ
と
」「
デ
ザ
イ
ン
は
早

い
段
階
か
ら
目
を
通
し
て
も
ら
う
こ
と
」
だ
と
考
え
直
し
ま
し
た
。
実
際
に
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
方
と
の
製
作
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
気
づ
け
た
間
違
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
…
）
こ

れ
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
の
製
作
の
場
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
あ
い
作
業
量

を
把
握
し
て
臨
み
た
い
で
す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
引
き
受
け
た
仕
事
に
責
任
を
持

ち
、
デ
ザ
イ
ン
は
一
人
で
仕
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
時
間
内

に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
物
を
構
想
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

（
２
）　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
一
つ
の
舞
台
を
大
勢
の
人
た
ち
が
動
い
て
作
り
上

げ
る
感
覚
を
学
び
、
そ
の
中
で
本
当
に
色
ん
な
発
見
を
し
ま
し
た
。
本
物
の
仕
事
と
し
て
の

作
品
に
は
私
が
思
う
よ
り
ず
っ
と
厳
し
い
制
限
や
条
件
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
た
く
さ
ん
の

人
が
そ
の
制
限
の
中
で
よ
り
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
に
は
、
学
生
同
士
の
製
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六
月
一
五
日
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
見
学
会

七
月
一
九
日
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
メ
ン
バ
ー
の
顔
合
せ
、

年
間
予
定
の
共
有
、
Ｐ
Ｊ
演
習
の
履
修
登
録
の
説
明
を
行
っ
た
。

七
月
中
　
チ
ー
ム
分
け
・
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し

八
月
五
日
　
オ
ペ
ラ
Ｇ
Ｐ
見
学
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
）

九
月
二
四
日
　
技
術
研
修
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
）

十
月
三
〇
日
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
）

十
二
〜
一
月
　
担
当
シ
ー
ン
別
に
学
内
制
作
。
出
演
者
は
稽
古

二
月
上
旬
　
制
作
・
稽
古
の
仕
上
げ
期
間

二
月
一
三
日
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
て
公
演
準
備
と
リ
ハ
ー
サ
ル
（
〜
一
七
日
）

二
月
一
八
日
　
公
演
本
番

　
五
月
下
旬
に
、び
わ
湖
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
た
。応

募
期
間
を
長
く
設
け
、
そ
の
間
に
行
わ
れ
る
舞
台
基
礎
講
習
・
大
ホ
ー
ル
見
学
会
に
自
由
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
心
を
強
く
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
た
。
そ
の
後
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
メ
ン
バ

ー
の
顔
合
わ
せ
、
そ
し
て
改
め
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
定
を
伝
え
る
回
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
活
動
が
開
始
す
る
。
は
じ
め
に
指
導
教
員
で
も
あ
り
、今
回
の「
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
旅
」
の
脚
本
を
担
当
す
る
ご
ま
の
は
え
先
生
か
ら
、
公
演
内
容
に
つ
い
て
学
生

達
に
詳
し
く
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
作
品
は
大
ホ
ー
ル
の
各
所
で
演
じ
ら
れ
る
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
執
筆
し
た
作
品
を
ツ
ア
ー
で
巡
る
体
験
型
の
音
楽
劇
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
客
席

か
ら
始
ま
り
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
展
開
さ
れ
る
主
舞
台
、
人
魚
姫
の
前
半
部
分
の
奥
舞
台
、
中

盤
は
奈
落
、
後
半
部
分
は
盆
の
上
、
雪
だ
る
ま
の
お
話
の
搬
入
口
、
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子

の
下
手
舞
台
、
親
指
姫
の
舞
台
裏
の
廊
下
・
階
段
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
、
最
後
の
真
珠

と
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
の
上
手
袖
、
そ
し
て
再
び
客
席
へ
と
戻
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
鑑

賞
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。

　
九
月
と
十
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
は
学
生
達
の
取
り
組
み
た
い
演
出
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち

寄
り
、
発
表
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
（
図
10
）。
本
学
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
全
て
採
用
と
な
り
、
あ
と
は
い
か
に
実
現
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
十
二
月
か
ら
一

月
は
学
内
の
教
室
を
使
用
し
て
の
制
作
を
行
っ
た
。
現
場
で
の
作
業
量
削
減
の
た
め
ほ
ぼ
完

成
の
状
態
ま
で
仕
上
げ
、
二
月
一
三
日
か
ら
の
現
場
入
り
で
は
パ
ー
ツ
の
合
体
や
取
り
付
け

も
学
年
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
分
野
の
垣
根
を
超
え
て
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
に
共
通

す
る
学
び
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
は
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
分

野
だ
け
で
な
く
全
て
の
仕
事
を
す
る
上
で
も
重
要
な
「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
」
に
も
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
普
段
の
授
業
の
中
で
も
こ
う
し
た
こ
と
を
折
に
触
れ
て

耳
に
し
、
学
ん
で
い
る
は
ず
だ
。
そ
れ
を
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
と
い
う
プ
ロ
の
現
場
で
行
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
再
認
識
で
き
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
度
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
前
年
度
同
様
の
高
い

学
習
効
果
を
示
す
と
同
時
に
、
舞
台
芸
術
学
科
以
外
の
多
様
な
学
生
に
も
同
様
の
効
果
を
も

た
ら
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
三
）
二
〇
一
六
年
度
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
規
模
の
拡
大
と
発
展

①
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
継
続

　
連
携
協
定
三
年
目
の
二
〇
一
六
年
度
で
は
昨
年
度
同
様
、
舞
台
芸
術
学
科
外
か
ら
の
学
科

の
学
生
も
参
加
し
、
約
４
０
名
で
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
規
模
拡
大
と
発
展
に
至
っ
た
の
か
を
、
記
述
す
る
。

　
ま
ず
二
〇
一
六
年
度
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
述
べ
る
。
指
導
教
員
を
岩
村
原
太
先
生
、
田

中
伸
幸
先
生
、
ご
ま
の
は
え
先
生
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
か
た
め
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ

ー
か
ら
は
筆
者
（
濁
川
）
が
職
員
と
し
て
担
当
し
た
。
学
生
Ｔ
Ａ
に
は
前
年
度
び
わ
湖
Ｐ
Ｊ
経

験
者
の
舞
台
芸
術
学
科
３
回
生
２
名
を
抜
擢
し
、
制
作
側
サ
ポ
ー
ト
、
出
演
側
サ
ポ
ー
ト
と

割
り
振
り
を
決
め
て
教
職
員
陣
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
も
ら
っ
た
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の

技
術
研
修
実
施
体
制
は
、
舞
台
技
術
部
が
運
営
を
行
い
、
劇
団
ニ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー

が
公
演
制
作
を
担
っ
た
。
本
学
と
の
情
報
共
有
・
連
絡
の
窓
口
役
は
運
営
に
び
わ
湖
ホ
ー
ル

押
谷
氏
に
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
学
生
達
を
中
心
に
新
作「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
旅
」

成
果
公
演
に
向
け
て
進
め
て
い
っ
た
。

②
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
下
の
日
程
で
進
行
し
た
。

二
〇
一
六
年

五
月
下
旬
　
募
集
告
知
開
始

五
月
二
九
日
　
舞
台
基
礎
講
習
（
び
わ
湖
ホ
ー
ル
）

本
学
か
ら
は
１
９
名
が
参
加
。
彼
ら
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
応
募
し
た
。
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制
作
で
は
場
所
別
に
分
か
れ
た
５
チ
ー
ム
体
制
で
進
め
ら
れ
た
。「
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
も
の

を
仕
上
げ
る
こ
と
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
現
場
入
り
で
の
作
業
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

完
成
に
近
い
状
態
ま
で
仕
上
げ
る
こ
と
」
を
見
事
ク
リ
ア
し
、
舞
台
美
術
の
分
業
制
を
き
ち

ん
と
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
月
か
ら
稽
古
が
始
ま
り
、
出
演
者
達
も
自
分
に
与
え
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
実
現
に

奮
闘
す
る
よ
う
に
な
る
。
今
年
度
は
舞
台
芸
術
学
科
以
外
の
映
画
学
科
、
こ
ど
も
芸
術
学
科

か
ら
も
出
演
者
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
役
を
プ
ロ
の
俳
優
だ
け
で
は
な
く

本
学
の
学
生
に
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
進
歩
の
ひ
と
つ
だ
。
お
客
様
で

あ
る
子
ど
も
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
次
の

場
所
へ
と
導
く
学
生
な
ら
で
は
の
関
わ
り
方
を
し
て
い
た
。

　
二
〇
一
六
年
度
び
わ
湖
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
学
生
の
人
数
だ
け
で
な

く
専
門
分
野
も
増
え
た
こ
と
で
刺
激
の
あ
る
学
び
が
で
き
、
自
ら
の
成
長
を
促
し
、
そ
し
て

さ
ら
に
次
へ
と
続
く
実
り
の
あ
る
成
果
が
多
く
残
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
こ
れ
か
ら
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
域
文
化
行
政
の
一
端
を
担
う
公
共
ホ
ー
ル
と
３
つ
の
私
立
大
学
が
連
携
し
て
協
働
す
る

教
育
機
会
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
こ
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
こ
れ
か
ら
」
は
さ

ら
に
興
味
深
い
。
二
〇
一
四
初
年
度
は
舞
台
芸
術
学
科
の
学
科
内
授
業
、
二
〇
一
五
年
度
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
な
り
舞
台
芸
術
学
科
生
と
他
学
科
生
が
劇
場
現
場
で
出
会
う
チ
ャ
ン

ス
を
得
た
。
二
〇
一
六
年
度
に
は
立
命
館
大
学
映
像
学
部
と
の
交
流
も
始
ま
り
、
二
〇
一
七

年
度
は
さ
ら
に
具
体
的
に
大
学
の
枠
組
み
を
超
え
て
の
協
働
創
作
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
各

大
学
の
得
意
領
域
に
て
学
生
た
ち
が
交
歓
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
を
ベ
ー
ス
に
活
躍
す

る
舞
台
芸
術
家
た
ち
も
加
わ
り
出
演
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
質
・
量
と
も
に
図
る
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
実
施
、
ま
た
、
ダ
ン
ス
の
み
の
出
演
者
募
集
を
始
め
る
と
同
時
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
レ
ッ
ス
ン
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
連
携
協
働
の
活
動

は
技
術
者
養
成
の
新
し
い
方
法
論
を
試
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
の
意
義
、
大

学
教
育
の
枠
組
み
を
問
い
直
し
な
が
ら
、
年
々
の
内
容
が
益
々
進
化
し
て
い
く
。

　
そ
の
原
動
力
で
あ
る
び
わ
湖
ホ
ー
ル
舞
台
技
術
部
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
は
、
新

人
に
接
す
る
と
同
様
に
、
自
ら
の
研
鑽
も
兼
ね
て
学
生
た
ち
と
創
作
を
共
に
し
て
く
だ
さ
る
。

舞
台
芸
術
に
親
し
み
を
持
つ
学
生
た
ち
に
実
際
の
体
験
を
提
供
し
つ
つ
、
そ
の
姿
勢
は
、
新

た
な
舞
台
芸
術
家
と
し
て
立
と
う
と
す
る
学
生
た
ち
を
揺
籃
し
激
励
す
る
。
筆
者
（
岩
村
）
は

の
み
に
す
る
と
い
う
計
画
の
も
と
進
め
ら
れ
た
（
図
11
）。
ま
た
出
演
者
の
稽
古
も
学
内
外
で

連
日
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
月
に
入
る
と
学
生
達
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
た
状

態
で
の
小
屋
入
り
と
な
っ
た
。

　
迎
え
た
１
８
日
。
公
演
本
番
で
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
以
上
の
成
果
を
見
せ
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
本
番
終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
懇
親
会
で
は
、
ひ
と
り

ひ
と
り
感
想
を
発
表
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
か
ら
表
彰
も
頂
い
た
。
こ
の
数
ヶ
月
の
活
動
と
公
演

で
の
経
験
を
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
と
い
う
か
た
ち
で
振
り
返
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
幕
は
閉
じ

た
。

③
　
学
生
の
構
成
と
活
動
の
実
際

　
び
わ
湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
４
３
名
が
応
募
。
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
内
５
名
が
学
科

課
題
と
の
調
整
も
あ
っ
て
離
脱
し
、
参
加
者
は
最
終
的
に
３
８
名
と
な
っ
た
。
学
科
の
内
訳

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

表
２　

二
〇
一
六
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
学
生
内

１
回
生

２
回
生

３
回
生

舞
台
芸
術
学
科

２
１
名

１
名

１
名

映
画
学
科

１
名

４
名

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

２
名

１
名

マ
ン
ガ
学
科

１
名

２
名

ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

２
名

こ
ど
も
芸
術
学
科

２
名

　
人
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
と
、
学
科
学
年
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
た
こ
と
が
昨

年
度
と
比
較
し
て
大
き
く
変
化
し
た
点
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
当
初
は
経
験
が
豊
富
な
Ｔ
Ａ
や
３
回
生
、
そ
し
て
前
年
度
の
経
験
者

が
１
回
生
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
牽
引
す
る
構
図
が
見
ら
れ
た
が
、
時
間
や
経
験
を
重
ね

て
い
く
に
つ
れ
て
１
回
生
も
自
ら
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
引
っ
張
っ
て
い
く
様
子
が
展

開
さ
れ
た
。
転
換
点
と
し
て
あ
げ
る
な
ら
ば
、
十
月
プ
レ
ゼ
ン
後
だ
ろ
う
か
。
特
に
制
作
開

始
ま
で
の
準
備
、
予
算
の
調
整
、
資
材
の
発
注
で
は
、
自
分
達
の
思
い
描
く
も
の
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
積
極
的
に
行
動
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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そ
の
可
能
性
の
行
方
を
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
地
か
ら
の
舞
台
技
術
者
が
集
合
し
て
劇
場
作
品
の
創
作
を
経
験
す
る
「
技
術
研

修
」
で
は
、
今
現
在
も
っ
と
も
普
通
の
「
悩
み
」
と
「
解
決
」
が
提
示
さ
れ
る
。
学
生
た
ち

が
そ
れ
ら
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
全
国
の
舞
台
関
係
者
、
劇
場
職
員
と
知
り
合
い
、
業
界
を

正
し
く
理
解
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
良
い
と
願
う
。
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図5　二〇一五年度・舞台装置「ペリアクトイ」の制作

図6　二〇一五年度・量産した「飛び出し坊や」の設置

図1　二〇一四年度・舞台技術研修チラシ

図2　二〇一四年度・ミーティング風景

図3　二〇一五年度・ごまのはえ氏と学生メンバーの顔合わせ

図4　二〇一五年度・びわ湖ホールでの演出案プレゼン図7　二〇一五年度・リハーサル。
大ムカデのパワーアップも学生が行った

《図版》
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図8　二〇一五年度・本番風景。星球照明での演出

図9　二〇一五年度・本番終了後のお見送り

図10　二〇一六年度・３大学での打合せ

図11　二〇一六年度・学内で制作したセットの組み立て

図12　二〇一四年度集合写真

図13　二〇一五年度集合写真

図14　二〇一六年度集合写真


